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筆者は 40年以上に渡って不登校支援を実施
してきた。特に力を入れたのが夢分析による母
親援助であり、私ほど不登校の母親の夢を本格
的に検討して来た心理療法家はわが国では少な
いのではないかと自負している。
筆者は若い頃から不登校の母親を援助する場
合は不登校発症から家庭内生活耽溺時期を経て
ある程度の回復に至る過程を大まかに分類し
（今井、1975年、121頁―135頁）、それを航路
図的目安としつつ援助し、またその後の成果を
論文（今井、2000年、17頁―25頁、2001年、
17頁―23頁、2003年、15頁―24頁）にして
きたが、今回のツイッターによる支援でも航路
図が大いに役立ったので、今回はその航路を第
1期から第 5期に分類する。
ツイッターによる不登校の母親支援は X年 5
月から行い、数名の不登校のお母さん方で表向
きそれとはわからない親の会のようなものを形
成するなかで、筆者がツイッター上でコメント
し、お母さん方はそれを参考にし、母親どうし
はそれぞれ自由に交流しつつ支えあうというよ
うな場ができた。九州から東北に点在するお母
さん方と緩やかな目に見えないグループを形成
し、そのなかで、それぞれの子どもたち独自の
生活、親子関係の変容をサポートするという難
しくもあり、また心理療法的支援とはまったく
異なる型破りの手法が果たして効果があるのか
という不安を抱きながらの試みであったが、そ
の不安は開始後すぐに払拭されるばかりか、む
しろ親支援の不足している部分を補完するとい
う意味あいだけにとどまらず、ツイッター支援
が親支援の柱となる場合もあるということが私
のなかで確認できた。
今回報告するのは、早期回復タイプの不登校
生徒とその母親援助過程についてである。ツ
イッター支援開始後約 5カ月で一応の回復に
至った時期に、初めての試みなので論文として
発表したい旨のお願いをしたところ、論文掲載
後、当事者であるお母さんに論文を読んでいた
だくという条件で快諾していただき執筆するこ
とになった。
X年 5月から 10月までの私の手元にある会
話記録を順々に掲載するが、ツイッターという
外部に出た呟きとはいえ、母親やその家族のプ
ライバシー保護のために、必要最少限の会話の
みにし、省いたところは読み手の想像力に委ね
ることにした。
なお筆者のツイッター部分には心理的説明が
数多く含まれているので、会話記録を読むだけ
で、筆者の援助方針、母親の心境の変化に伴う
子どもの変化等が理解できると考えられるの
で、考察部分は少なくするつもりである。
母親のアカウントを@family、筆者のアカウ
ントを@oneにし、会話上では母親を F、子ど
もを FCと表記する。各自のツイートは順次タ
イムラインに表記されるので、母親のツイート
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と筆者のツイートは相互的会話になっているの
ではなく、タイムラグ状態で表記されている。
第 1期　母親が動揺し困惑する。
（本人の状況―母親の困惑により本人も興奮
する）
X年 5月 30 日
@family（母親のアカウント）今は何が正しい
のかが見えなくなっています。学校に行くこと
ができないことを見守るのは甘やかしではなの
か？もう少し強くてもいいのでは？大きく構え
られない自分にも腹が立ちます。
@family　色々小さい事から一つずつ悩んでし
まっているので、小出しで質問させていただき
ます。
5 月 31 日
@family　自分が保てなくなるとネガティブな
考えが増強されてしまいます。息子は、学校の
事を真剣に話をする事からは逃げています。だ
から、彼の意思確認をすると苛立ち怒り「放っ
ておいてくれ」と部屋の中に閉じこもってしま
います。
@family　私自身と比較して息子にはテストの
点を求めていたと思います。また、小、中学生
の頃には先生から IQが高い子どもとも言われ
た事もプレッシャーだったみたいです。今の
ハードルが学校に行くこと。留年の文字がちら
ついているから留年したくない息子にとっては
かなり厳しいと思います。
6 月 3日
@family　やっぱり行きたいんですよね・・・
行きたいのに行けないという事は親として息子
がとても可哀想になります。行きたいのに行け
ない気持ち、行きたいって言わない息子の気持
ちをどう支えて行けばいいのか・・・触れずに
日常的な会話にとどめておけばいいのでしょう
か。
6 月 4日
@family　どんな場面でもおおらかにって思っ
てはいるんですが・・・息子の辛い気持ちを感
じると。
6 月 8日
@family　以前、別のクリニックに相談した時
の失敗から学びました。受信＝治ると考えてし
まう事で親は過度に期待をするから、期待の添
えない時の落胆は大きい、それがまた態度にも
出てしまうのです。
第 2期　 母親が適切に判断し、子どもに
対して取る態度を決断する
（子どもの状況―母親が子どもの不登校を容
認することで、子どもは安定する）
@family　今は頑張るしかないって思っていま
す。不登校をきっかけに何度も自分自身を振り
返ってきた。最初はどう対応したらよいか悩ん
でいたけど、ツイからの情報やアドバイスで、
自分の在り方を見出せてきたから・・・
6 月 12 日
@family　先生とこうやってツイするなかで
色々気付き、息子についてわからなかった事も、
少しずつ理解できるようになったからだと思っ
ています。
6 月 15 日
@family　学校に行けない間、家の庭に業者が
入っていた時期がありましたが、業者の方にも
不登校で家にいる自分の存在を隠すために家で
息をひそめて過ごしていました。
@one（筆者のアカウント）学校に行っていな
い罪悪感、それにともなう恥感情でしょう。恥
感情についてはほとんどの人が半ば意識、半ば
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無意識です。この恥感情が原因となって、それ
を補うためにハードルを上げてしまいます。
@family　そうですよね。恥感情はあると思い
ます。親から見てもプライドの高い子だと思い
ます。だから、通信制の学校への移行は、自分
はそのレベルではないという思いが強いと思い
ます。不登校、引きこもりに対しても同様です。
@one　プライドの高い面を緩和する必要はあ
りそうですが、今はその面は触れない方がいい
ですね。息子さんの性格、考え方、行動面で以
前とは違うなと感じられることがあれば知らせ
てください。
6 月 16 日
@family　気付いていないようで、周囲への観
察力があり、さりげなく心配したり、相手の気
持ちをフォローする子です。これは、親だけで
なく、小学校～高校迄、息子に関わった先生方
からも共通して言われます。
@family　近頃、あーだ、こーだと怒ったりし
ても最後には「冗談だよ、本気にしなくていい」
と笑いながら言ってみたり、ニヤニヤするよう
になりました。
@one　不平を言って、ニヤッと笑うような両
面感情をだせるようになったのですね。F（母
親）さんが子どもさんの発する言葉の背景とか、
その裏にある少し違った感情を汲んであげるこ
とが大切です。
@family　不登校になる前は表裏を使い分けす
る事はせず、聞き流すかあまり自分の考えを言
わなかったように思います。一つ大きなエピ
ソードでは、高校進学を決める時、点数的には
進学校に進めるレベルでしたが、課題提出が出
来ない事などでスムースに進学校を決めること
が出来なかったです。
@one　ハードルが高いから課題提出ができな
くなるのでしょう。生真面目に課題を考えてい
たのだと思います。
@family　最近は、自分が思っていることを会
話の中で話してくれます。今も「母親が携帯し
ていると担任とメールしていると思う。朝は俺
のせいで仕事遅くなるってメールしてるのかっ
て」と話すので、履歴見せて、ツイしてる事を
伝えると小さな声で「良かった」って。
第 3期　 母親が自信を深め、家族を精神的
に安定させる機能を活性化する。
（子どもの状況―母親が家族を安定させるこ
とにより子どもも心の余裕を抱く）
6 月 17 日
@family　私が自覚しているのは自分がジタバ
タしても息子の状態が改善はしない、更に息子
を困惑させる、だからその時の状態を受け入れ
ようって思う事で自分自身もすごく気が楽にな
りました。
@family　今は自分の考えがぶれる事はなく、
自分のメンタルが安定しています。そのせいか、
家族はみんなも穏やかでいられていると感じて
います。
@one　それが自分を安定させる機能が再活性
化しているということです。お母さん自身が自
分の判断で納得することにより安定すると、そ
れにより子どもを支える機能が増し、子どもが
安定する。私が親支援しているのはそのためな
のです。
@one　Fさん、変わりましたね。規格内外 OK
なんて最高ですよ。息子さんの「罪悪感あるな
あと言いつつゲーム」も冗談ぽくっていいじゃ
ないですか。家族全体に余裕が感じられます。
6 月 20 日
@family　でも、今は意欲的に頑張ってくれて
いるから助かりますが、無理のないように行き
たいと思っています。運動が習慣化すればいい
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のですが・・・。まずは、1年かかると思って
います。
@one　進級できないのに学校行くって、すご
い勇気ですね。息子さんは踏ん切りもつき、親
よりも先を行き始めましたね。Fさんもかなり
踏ん切りをつけておられるようですけど。
6 月 21 日
@family　学校にせよ食事にせよ、最後は本人
しだいなので、好きなようにしていいよと言っ
てはおきましたが、先生が言う、彼の生真面目
さがどうでるのか・・・少し怖いです。食事は
週末はダイエットの事は忘れて好きな物を食べ
る日に設定しています。
@family　私もそう思います。再登校し、周り
のみんなが 3年生への動きをし始めたら、もの
すごい孤独感や屈辱感やら様々なマイナス感情
が生じるだろうと。
@one　Fさんが感じておられるように、難し
くて辛い課題が待っています。その本当の課題
は再登校し、友人関係を持つ頃に見えてくると
思いますが、見えてこそ乗り越えることのでき
る課題です。
@one　彼の生真面目さがどうでるか・・・少
し怖いということですが、怖さを感じながらも
それを自分の中で処理し、支えてあげることで
す。親が怖さの正体を明確にし、耐えていると、
子どもも耐えやすいです。怖さの正体が明確に
なると、子は変容し始めます。
6 月 21 日
@family　そう思うと乗り越えられるような気
がしてきました。少し、頭の中が整理されてき
た感じです。
@family　頭の中で色々なことを思い起こし振
り返っています。なんか糸口が・・・一つ分かっ
たのは、不登校になってから、私の気持ちは何
処かで息子が傷つかないように動いていまし
た。今は変わってきていますが・
@one　「私の気持ちがどこかで息子が傷つかな
いように動いていた」という時期があったので、
今のゆったりした生活状況を形成することが可
能になったとも言えます。「今は変わってきて
いる」ということ。不安、恐怖にお母さんが耐
えてあげることです。
6 月 24 日
@family　振り返って、私はあまり息子を褒め
る事をしなかったと思います。勉強を始め色々
な事が努力をしなくても出来る子だったのに、
結果に対して一旦は褒めても、もう少し頑張れ
ば・・・みたいな声かけをしていました。その
せいかな、ある頃から褒めると
@family　「褒めなくてもいいから」って時折言
うようになりました。この言葉かけのやりとり
の中で、私の方で、こうした方がいいよ、とい
うアドバイスの中で気付かないうちに、レール
を敷いていたんだなって。
6 月 25 日
@family　極力、親にはお金をかけたくないと
いう思いが強いです。受験の時、私立に行きた
くない理由が「小学校からサッカーをしてきて
お金を親にかけるのがとても嫌だった」と言わ
れました。
@family　先日、TEGの検査で言われた事に、
周囲や環境を人より気にしてしまう、自分のし
たい事などを自由にする事が他の人より低いと
言われたようです。不登校になってから私も意
識して、自分のしたい事は遠慮せずにやりなさ
いと度々伝えますが、そうやって言っていく事
でいいのでしょうか？
@family　高校生になり、息子は何も好きな事
が見出せなかった。小学校から中学迄やってい
たサッカーも高校はレベルが高く入れず、フッ
トサルに入ったが、活動がなく、したい事を無
くしてしまったと思います。
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6 月 30 日
@family　とりあえず、息子自身に任す形でい
ます。時折、気なしにかけた言葉で、本人から
「遠まわしに何がいいたい？」「皮肉？」等、私
からみると、なんでそんなに被害的にとるん
だって思う事が度々あります。
@family　こちら側が否定してもその時点で理
解を示さず、後から思いなおし素直にはなって
くれるのですが・・・。本人の発する言葉と現
状、行動が解離してしまっていると感じます。
でも、私の仕事の夢でも息子につながってい
るのですね。予知夢という事は、私自身が今ま
での息子を看取り、新たな再生に向かうという
事なんですね。
思うに、それはもう始まっているのかもしれ
ないと、先生のメールを読んで、そして、昨日
の息子の様子を見て感じました。
息子は1日1日と変化しています。理由ははっ
きりとしないのですが、息子が羽ばたき初めて
いるのでは……と。まだ、そこには一時的かも
しれない不安感はありますが、昨夜直感的に感
じました。
第 4期　 母親が洞察を深め子どもに対する
態度を変容させる。
（子どもの状況―母親の変容により、本人が
相互反転する）
7 月 1日
@one　目覚める過程への歩みがまだ始まって
いないようです。今現実に起きていることがイ
ニシエートされていないというか、自分の内的
体験へと心が開いていかないことが問題なので
す。しかし、心を暴力的にこじ開けようとする
のは無理です。これからなので、しっかり考え
ましょう。
@family　そうですね。自信がなくなったとい
うか・・・なんでしょうか、ふと感じてしまっ
たのです。今の息子は土の中で芽を出すために
栄養を蓄え春を待っていると理解はしているん
ですが。
@family　親のあり方、価値観、関わり方は以
前の私と今では変わったと思います。でも、ま
だ息子からはそうは見えないみたいです。ちゃ
んと説明してようやくって感じです。まだまだ
時間と私の変化が必要なんでしょうね。
@one　不登校状態は、つむに指された「いば
ら姫」がいばらに囲まれた城で眠っている状態。
しかし、100年は長すぎるので、親が見守りつ
つ、子どもの生命力、自己肯定感を回復させ、
前向きの力を育てることが必要。親のあり方、
価値観、関わり方の変容で、ある程度回復期間
を早めることはできます。
@one　Fさんはよく耐えて、自分の不安を安
定させる機能を回復させています。他者の状況
を見て不安になるのではなく、子どもを信じ、
ほんの些細な変化をも発見し、それを肯定的に
見、育てることが大切。
@family　お金の使い道は、バイトのきっかけ
が自分専用の PCを買うことでして、すぐに目
標学が貯まってしまったので、今は何かを買い
たいとは言いませんが、この前は携帯を貯めた
お金で買いました。お小遣いはいらないって事
なので。
@family　基本的には親にお金を使わせたくな
いとは言っていますが・・・あと、服は欲しい
けど痩せなければならないし、買わないとの事
です。
7 月 14 日
@family　要望でしょうか・・・今まではいら
ないでしたが、夏のサンダルが欲しいから靴が
ボロボロだからついでに買って行こうって感じ
で。なんか、お気に入りみたいです。今日はか
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なり明るく元気です。
@family　「いらない」という言葉はなかったで
すが・・・服に関しては「痩せるまではいらな
いから！」と言っています。裏を返せば「痩せ
たら買って」と思って理解はしていますが。
@one　「欲しい」という気持ちがいいです。積
極的です。息子さんの「いらない」という言葉
の裏に潜む「欲しい」からは、心のエネルギー
が前向きになりつつあるように思えます。
7 月 15 日
@family　最近の息子は無理してなくエネル
ギッシュです。息子自身の気持ちに余裕を感じ
ます。また、不登校になってからの時期々の気
持ちの変化も話してくれます。
@one　Fさんの息子さんは停滞していた心の
エネルギーを反転させて未来に向かっていると
思います。相互反転というのですが、具体的な
兆候があったと思いますよ。
7 月 16 日
@family　はい。学校は部活動だけでも来れる
時にくれば良いと・・・調子よくなり来れるな
ら、退学するより一年遅れでもいいし、選択肢
は色々あるよと言ってくれました。有難いです。
私は変わりましたか？メソメソはしなくなった
と思いますが・・・・
@one　「何かを継続的に自分の意思で行う事は
今までなかった。中学の時もそれだけはできな
かった。でも今はダイエットのために運動には
げんでいます」ということ自体が大きな変化で
す。
@one　息子さんは生命力が溢れてきました。
私の支援の目的は、私が母親を支えると、母親
に子どもを支える余裕ができ、それにより子ど
もの生命力が増す、という単純なものです。F
さんの息子さんは、私が想像していた以上の回
復ぶりです。
第 5期　 母親が限界設定（リミットセッティ
ング）をする。
（子どもの状況―母親が限界設定をすること
で本人自身が自分の方向性を決める）
この時期から、F さんの Tweet を筆者が
Retweet（RT）する形式に切り替えたので、そ
の形式を掲載。
7 月 19 日
@one　「息子がお母さん見ててと言って運動を
している」というのがいいですね。鏡映と言っ
て、幼い頃に、すごいねという表情で母親に褒
められる体験をもう一度しているのです。肯定
的母子元型が息子さんの中で動いている証拠で
す。
7 月 23 日
@one　Fさんの言う通り、「道は一つじゃな
い」。母親の子育てが問題というわけでもない。
だけど、日本では不思議なところで母親と子ど
もはリンクしているので、母親が変容すると子
どもも変容します。それを Fさんが身を持って
体験されています。
@one　「高校卒業資格認定試験を息子さんが調
べて取り組み始めようとしている」ということ。
自分で思案しているのですね。
8 月 10 日
@one　「主人と息子が一緒にジョギングをし、
サッカーをしている」ように、父親と息子の距
離が近くなり、父親の持っているものを取り入
れることは本当に大切です。母親との関係が安
定し、それを基盤にすると、自然に父親との距
離が近づく。日本的親子の特徴。
@one　心配だらけの中、子どもの回復力を信
じて待つことが親の役目だと思う。そのために
は、親自身がその心配、不安を明確に意識し、
子どもが感じている不安を鏡映することが大
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切。
8 月 22 日
@one　高認試験、「1科目を重点としてチャレ
ンジ」という息子さんの方針は落ち着いていて、
賢明です。
@one　建前と本音が乖離していて、その間で
困惑するのが不登校の子どもさんです。息子さ
んの個性を生かしつつ協調を重んじる日本文化
の中でたくましく生きてほしいです。
9 月 1日
@one　「こんな俺を責めないでくれ」とはいい
言葉です。気にしているのですね。笑いを伴う
のがいい。
9 月 16 日
@one　Fさんの家庭も変わりましたね。ご主
人と息子さんの関係が近く、そして自然になっ
ている。そして穏やかな雰囲気。RT @family 今、
旦那と息子が高認の願書を最終チェックしてい
る。
9 月 29 日
@one　Fさん、我慢していますね。心配し、
配慮しつつ我慢することが大切です。RT @
familyさっき帰りがけに電話したら寝てたらし
く「知らぬ間に寝てたから、ずっとじゃない」
なんて電話で弁解してた。
9 月 30 日
@one　そうですよ、父親の出番を上手に作っ
てあげてください。
@family　私が状況を聞くことで追い詰めては
いけないと思っています。ここからは父親の出
番なんですよね。色々な面で主人に関わっても
らおうと思っています。
10 月 1日
@one　息子さん、よくやっています。驚きです。
むしろやろうとしていることが多いような気も
します。能力が高いのでそうなるのでしょう。
この程度でいいよと言ってあげるのが父親の役
目です。少なめにすると持続力が増します。
@family　Sゼミの講座と参考書で勉強してい
ます。
@one　息子さんがお母さんに自分の不安感や
弱音をはくことはいいことです。弱音をはくこ
とで持続力、耐える力が増します。そして弱音
をはくことでプライドの傷つきが弱まります。
10 月 4日
@one　段取りの中心がもちろん Fさんでしょ。
私の母親支援は、お母さんが家族の中心として。
ご主人や子どもさんがうまく機能するためにア
レンジ役を取ってもらうものです。@family 主
人と息子がちゃんと話しあいができるように段
取りをしないと息子にシャットアウトされて失
敗に終わります。以前、失敗したんですよ。
@one　自分で選択し始めましたね。すごいこ
とですよ。Fさんが「行きたい学校なら」とサ
ポートするのがまたいい。RT @family　「俺も
私立でいい？」って。「行きたい学校ならね」っ
て答える。
10 月 5日
@one　楽しそうな会話ですね。余裕が出てき
たし、笑いが入っている。RT @family 「今まで
落ちたことないからどうせ受けるなら落ちたく
ないな（笑い）、でも生物受かる気がしてきた
んだよね～」って。受かると思うと腹痛と下痢
が来るから落ちたら次回でいいんだよって言っ
ておいた。
10 月 13 日
@one　息子さんにとって最も苦手なコツコさ
を見習うなんて、画期的な変容です。RT @
family 不思議な事に、兄妹関係も変わり始めて
きた。お互いが自分にない物を持っている相手
を認めるようになった。息子が妹のコツコツさ
を見習い始めた。
10 月 18 日
@one　Fさんはギリシャの女神アテネです。
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男性的に行動する一方で料理もする。RT @
family 私は体調がすこぶる良好で、働きたい
モードなんですよ。
10 月 24 日
@one　いい感じですね。RT @family 息子、勉
強している。「毎日しているよ」って言うのは
嘘じゃなさそう。習慣づいてきたみたいです。
この後、本人は高認の生物を受験し、合格。
12 月 31 日
@one　「とりあえず出来ていればいい」で締め
くくりましょう。TWという楽しい時をすごさ
せてもらって感謝です。良い年越しを。RT @
familyとりあえず、出来ればいいのさで年を越
したいと思います。良い年越しをしてください。
考察
Ⅰ　女神アテネ元型と高いハードル
支援過程を読んでいただいて、理解できるご
とく、Fさんは大変聡明で、知的能力が高く、
安定したパーソナリティを有しており、てきぱ
きと家事をこなす良き母親ばかりでなく、仕事
上の能力が高い女性である。
ユング心理学的に説明すれば、Fさんはギリ
シャ神話の女神アテネ元型を無意識に生きてい
たと考えられる。織物の神であり、時には鎧兜
のいでたちで敵と戦うアテネはギリシャ神話の
最高神ゼウスの額を突き破って生まれ出て来た
神である。いわば、生まれた時からすでに高い
地位につかねばならない宿命を与えられた存在
である。
それ故、Fさんは親の期待を担い、かつ本来
的に有する能力を生かし、高いハードルを自分
に課しつつ、その課題を達成してきたと考えら
れる。そして Fさんは当然のように無意識的に
息子の FCにもその高いハードルを課し、FC
も無意識にその期待に答え達成してきた。しか
し、受験校といわれるレベルの高い高校に入学
したものの、自分の思いとは違う環境に戸惑い、
つまずき、不登校状態に陥った。
Ⅱ　永遠の少年元型と自己疎外
永遠の少年元型と不登校との関係は河合
（1976年）が早い時期から指摘しているように、
母親の期待に応え、高く飛ぼうとするが、何か
のきっかけで飛ぶのをやめ、母親のもとで暮ら
すことを繰り返す少年の心理を言う。
親の期待を無意識に担い、それを実現しよう
とすると、それは自分本来に備わったパーソナ
リティを無視し、自分の好きなことを疎外し、
自分とは別の人格を生き、自分の好きな道を生
きることを放棄しがちである。この行動をカト
リンアスパー（2001年、6頁）は自己疎外的見
捨てられ行動と説明しており、筆者（2005年、
261頁－ 276頁）はわが国の不登校生徒の多く
に、自己疎外的見捨てられ行動が見られること
をすでに述べた。
今事例の FCにも禁欲主義、過剰な他者配慮
的行動（2001年、17頁―23頁）が見られ、筆
者の助言により、Fさんは自分が FCに高いハー
ドルを課していたことを理解し、FCの自由意
思に委ねる覚悟を決める。
Ⅲ　母親の安定化機能と相互反転
母親の自己理解が増すことにより、内向し停
滞していた FCの心的エネルギーが反転し、FC
はダイエットのために運動し、登校し、高校卒
業資格認定試験を受ける方針を自分で決める。
但し、FCが自分の意思で行動し、将来の自
分の方向性を決める活力を活性化できるように
する為に適した家庭環境作りのためには、母親
が中心となって家族関係をマネッジメントし、
母親を中心とし、父親が上手く役割を果たすこ
とができるようにする必要がある。
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アテネのような高い能力を有する母親が自分
と同じ能力を発揮することを家族に無意識に期
待すると、子どものみならず夫も妻からのその
高い期待を満たすことができないことを怖れ、
父親役割から逃げることになる。母親がアテネ
性を意識することで、家族に期待するレベルを
下げることができ、夫は気軽に父親役割を果た
しやすくなる。
Ⅳ　母親を中心とする早期回復
この家庭は早い時期に母親が適切に決断し、
母親を中心として家族が安定し、父親もその役
割を適切に果たし、不登校生徒自身も自分に
適った生活を送り、父親もその役割を適切に果
たし、不登校生徒自身も自分に適った生活を送
り、自分で決めた方向性をもとにした勉強方法、
将来選択を行うことに至ったという典型的な早
期回復過程を経る家族と言える。
そういう意味では、母親をサポートし、早期
に母親を精神的に安定させるためには非常に効
果的であることが理解できる。
母親が安定し、不登校に陥った本人の心を支
え、ひいては家族全体を安定させる役割を回復
させる為に、筆者は母親の質問に具体的に答え、
子どもの心理状態を説明し、現在どの状態にい
るのかの解説をも積極的に行った。筆者の説明、
解説は Fさんを安定させ、他のお母さん方もそ
れを見て Fさんに感想を述べるというようなツ
イッター上のコミュニケーションがさらに Fさ
んを勇気づける効果を引き起こした。
Ⅴ　抑うつ態勢の通過という課題と限界
永遠の少年元型を生きる若者について、鈴木
（1999年、p64）は生後数ヶ月後に経験する抑
うつ態勢をしっかりと体験できていないと述べ
る。メラニークライン（1974年、p58、）は抑
うつ態勢を乳児が自分を保護しケアしてくれる
母親に対して攻撃的感情を抱くことによる抑う
つ感情を体験することと説明している。
FCは不登校状態に陥っても、母親を責める
ことなく、むしろ母親をかばう優しいパーソナ
リティを有している。
自分の攻撃性を抑圧すると、それを自分の影
なる側面として他者に投影し、他者を悪者とし
て憎み、正当なこととして他者を批判する。映
画アニメ「ハウルの動く城」の主人公ハウルは
典型的永遠の少年である。母親存在である魔法
使いとの自立の為の戦いから逃げ、上空の爆撃
機を敵とみなし、自分から攻撃をしかけ、ハウ
ル自身が怒りに憑依された鳥獣になり下がるそ
の姿は、抑うつ態勢をしっかりと体験できない
まま大人になった若者の悲劇を的確に表現して
いる。
会話記録に見られるように、FCも他者に自
分の影を投影し、他者を批判する側面があり、
その他者に投影した影を自分に引き戻す課題が
残っている。夢分析による母親カウンセリング
では当然扱う影の問題（2000年、17頁―25頁）
は、ツイッターという 140字では扱えていない。
とはいえ、FCはまだ高校生である。京都文
教大学臨床心理学部にも不登校体験者が入学
し、私たちのゼミで学び、大学院を経て臨床心
理士として不登校支援活動を行う者が増えつつ
あるが、その過程でやり残した課題を私たち教
員のもとで取り組む学生もいる。
人生の課題は一度に解決できるものではな
く、また次の段階で問題となった時に解決すれ
ば良いことである。
Ⅵ　不登校がもたらすマレビト的意味
Twitterによる支援過程の後半で、筆者は F
さんが女神アテネを無意識に生きていることを
指摘した。老松（1999年、116頁）が「ユング
がいう象徴は、そのほとんどが神話的な癒しや
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変容に関わるものだといえる。外的な世界に傷
を癒す薬があるように、内的な傷を癒し人を生
きさせる薬がある。それこそがイメージであり、
象徴である。人はそのために自分の神話を生き
ていかなければならない」と述べるように、子
どもが不登校状態に陥った場合、筆者はその子
どもを学校の復帰させることを第一義的に目指
すのではなく、神々は病いに姿を変えるとユン
グが述べるように、不登校という状態の背後で、
子どもとその家族が生きている神々とその意味
を見出すことを重要視している。
北山が（1982、34頁）「此の国は成功者の支
配するものであり、健康、正常、適応の資格が
与えられたものの国であり、ハハの国は失敗者
や失格者の落ち行く先であるという。父神イザ
ナギから此の国を治めるようにと命令されたア
マテラスは、当然かけがえのない子どもが不適
応状態に陥り、落伍者となってハハの国に行こ
うとする状態を受け入れることは難しい。」と
述べる。
老松（1999年、191頁）によれば、アテネも
アマテラスも生まれた時から高い地位につくが
故に、誇大さを意味するという。永遠の少年で
あり童子神であるスサノオが天の国から根の国
へと追い払われるみすぼらしい姿はアマテラス
の誇大さに潜む恥感情を意味する。
わが国の母親は自分の期待に応えることので
きない子どもに失望し、時には哀れに思うが、
誇大さに潜む恥感情が邪魔をし、その状態を受
け入れることは難しい。
老松（1997、p95－ 126）はスサノオにマレ
ビト的機能を見出している。マレビトは定期的
にあるいは稀に村を訪れ、歓待され、村や家に
はびこった穢れ、恥感情を持ち去って行く。
穢れとは、生きている間に生じる感情的な怒
りや苦悩、恥感情などといった受け入れがたく
て、心の底にたまるドロドロとしたヘドロのよ
うなものである。日本は古代からヘドロのよう
に心の底にたまった汚いものを最低 1年に 1回
か 2回、あの世に送る祭祀を行ってきた。筆者
（2010年、25頁―37頁）がすでに考察した久
高島で年に 2回行われるハンザナシーの祭祀の
ときに訪れるアカハンザナシーの神々もこの世
の穢れを持ち去る。
心理療法的にいえば、クライエントの感情的
ヘドロに耳を傾け、それを心理療法家が受け止
めることにより、クライエントの心にヘドロを
持ち去ってくれるマレビトが訪れる機会を待つ
ということであり、事実、筆者のクライエント
の夢にもそれとなくマレビトが訪れ、ヘドロを
被り、あの世に持ち去っていく心象風景が何度
となく現れる。そしてその一つがこの世のヘド
ロを被り、あの世に追いやられる鬼のような破
壊神なのである。
また、老松（1997年、p37－ 67）はマレビ
トに「外なる視点」的機能をも見出している。
筆者（2010年、25頁―37頁）が老松のマレビ
ト論を概括したように、「マレビトとは社会の
中枢と大勢を占める価値基準によって排除さ
れ、周辺に追いやられた意識的あり方に関連し
たイメージであり、漂泊者的特長を示す。それ
故、社会の大勢を占める集合意識からは『外な
るもの』とされる視点と捉えられる。この視点
こそユングが重要視するものであり、そして『外
なるもの』とされる視点がもたらされると、私
たちは、これまでとは違う自由と展望を手にし、
これまでとは違う主体性と能動性を生きること
ができるかもしれない」、ということである。
不登校はある一面から見ると学校不適応、受
験競争からの落伍と捉えられるが、今回の支援
過程の中でも見られるように、母親自身が親か
らの過度な期待を担い、実現し、さらにその過
大な荷物を自分の子どもに担わせていたことに
気が付くと、それにより子どもは自分に適った
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道を歩み始める。社会が当然のことと考えてい
るレールから外れることはわが国では恥と捉え
がちであるが、その恥を身に被りつつ独自の道
を歩む不登校生徒は蓑傘姿でハハの国に向かう
スサノオを彷彿とさせる。老松はわが国でスサ
ノオが表舞台に顕れる時は、変容を促す状況の
時だという。一面ではハハの国は不適応者、落
伍者が向かう場所であるかもしれないが、違っ
た側面から見れば、これまでとは違った自由と
展望を手にする場でもあるのである。
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